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鳥取県学校教育 DX 推進計画の策定にあたって 

 

※1 日本が提唱する未来社会のコンセプト。ICT や IoT（さまざまものがインターネットにつながる仕組み）などのデジタル革新により、経済発展と社会的課題の解決を

両立する、新たな未来社会（Society）のこと。 

※２ GIGA とは Global and Innovation Gateway for All の略。児童生徒向けの 1 人 1 台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、多様な子ど

もたちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化された創造性を育む教育を、全国の学校現場で持続的に実現させる構想。 

※３ 教育 DX（デジタル・トランスフォーメーション）とは、学校が、デジタル技術を活用して、カリキュラムや学習のあり方を革新するとともに、教職員の業務や組織、プロ

セス、学校文化を革新し、時代に対応した教育を確立すること。 

 

 

（１）策定の趣旨 

・鳥取県教育委員会では、令和 3 年 2 月に「鳥取県学校教育情報化推進計画」を策定し、「これからの社会を主

体的に生き、社会に対応する資質・能力をもった人材の育成」を目指し、取組を進めてきたところ。この間

Society5.0※１時代の到来、新型コロナウイルス感染症等、予測困難で、変化の激しい時代を迎えている。新

たな教育の創造と充実により、子どもたちが豊かな人生を送り、社会を生き抜くために必要な資質・能力の

育成がますます重要になっている。 

・GIGA スクール構想※２により１人１台端末等の ICT 環境が急速に整備された。小学校１年生から高等学校３年

生までの１２年間の連続した学びを実現していくために、子どもたちが発達段階に応じた情報活用能力を身

につけ、教科等横断的に探究的な学びに取り組むとともに、ICT 教育環境を整え、指導、校務の融合による

業務改善を図る等、教育 DX※３を進めていく必要がある。 

・「鳥取県教育振興基本計画」における教育ＤＸを戦略的に推進していくために、この推進計画を策定し、市町

村教育委員会及び関係機関と連携のもと、総合的かつ計画的に取り組む。 

 

（２）目指す人材像 

 「情報を主体的に活用し、持続可能な社会の創り手となる資質・能力をもった人材の育成」 

 

（３）計画の期間 

・令和６年度（２０２４）から令和９年度（２０２７）までの４年間とする。 

 

（４）計画の構成 

・推進計画は３章構成とし、第１章では、策定の背景、本県におけるこれまでの取組、成果と課題をまとめてい

る。 

・第２章では、「４つの方針」とそれらに沿った施策を体系的に示した上で、施策ごとに「取組の方向性」と「具体

的な取組」を掲げている。 

・第３章では、計画の達成目標と推進スケジュール、評価指標等について記載している。 

 

（５）計画の進行管理 

・実行にあたっては、「鳥取県 ICT 活用教育推進チーム会議」において定期的に点検・評価を行い、進捗管理に

努めるとともに、必要に応じて随時更新、見直しを行う。  

・技術革新のスピードが速い ICT 分野の特性を踏まえ、取組の内容がより効果的・効率的なものとなるよう、

推進計画の取組については、国の動向や社会の変化を見据えながら適宜見直しを行うこととする。 
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第１章 背景・現状と課題 

１ 策定の背景 

・超スマート社会（Society5.0）の到来により、これまでにない新たな価値の創造と展開が可能な時代を迎え

つつあるとともに、少子高齢化や人口減少、新型コロナウイルス感染症など先行き不透明な「予測困難で変化

の激しい時代」である。 

・急速に変化する社会の中で、子どもたちは、課題を見出し、多様な他者と協働しながら納得解を生み出すこと

等、学習指導要領で育成を目指す資質・能力の育成に向けて、「教わる授業」から「学び取る授業」へ学びの質

的転換が強く求められる。 

・GIGA スクール構想により実現した、子どもたちの 1 人 1 台端末環境を生かし、「個別最適な学び」と「協働的

な学び」の一体的な充実を図るとともに、子どもたちが自ら進んで学習する自律的な学習者となり、自由な発

想で ICT を活用し、見出した課題を主体的に解決する探究的な学びを推進する必要がある。 

・子どもたちが ICT を十分活用し、その恩恵を享受できるようにするために、教職員の ICT 活用指導力向上、

ネットワーク環境の整備、教育データの活用、推進体制の整備、校務の改善等、ICT 教育環境をソフト、ハード

の両面で整備する必要がある。 

２ 本県の現状と課題 

 第１期計画（R２〜R５）における成果と課題・対策 

方針 施策 現状・成果 課題・対策 

【方針１】子ど

も た ちの 学

び を 広 げ 、

力を高める

～情報活用

能力の向上

～ 

（１）発達段階に応

じた情報活用能

力の育成 

（２）効果的な ICT

活用の推進 

（３）新たな価値を

生み出す創造力

の育成 

・全県共通の学習用ツールの導入により

ICT 活用が進んだ 

・ICT 推進地域、学びの創造先進校等モデ

ル校の実践について横展開が図られてき

た 

・PBL※4、STEAM 教育※5 等の探究的な学

びを推進する学校が増加してきた 

・「情報活用能力」を学習の基盤となる資

質・能力として教科等横断的に育成して

いく必要がある 

・学校と家庭との連続した学びによる資

質・能力の育成が必要である 

・高等学校における「情報Ⅰ」の必修化や

STEAM 教育等の教科等横断的な学習

による探究的な学びへの転換が図れる

学校、教員を増やしていく必要がある 

【方針２】教員

の指導力・活

用力の向上 

(１）教員研修の充

実 

(２)指導・活用方

法の共有化 

・「とっとり ICT ハンドブック」の活用により

教員の ICT 活用指導力の向上が図られた 

・オンライン、クラウド※6 を活用した多様な

学びの形の実現が進んできた 

・オンラインと対面等多様な研修の形の実

現やインターネットによる時間と場所に制

約を受けない研修動画の配信が進んだ 

・学校間、教員間の ICT 活用、ICT 活用指

導力に課題がある 

・教員による活用から、主体的・自律的に

ICT を活用する学習者を育成するため

に教員の授業観の転換を図る研修、取

組の共有化、外部人材の活用が必要で

ある 

【方針３】教育

の情報基盤

の構築 

（１）ICT 機器と通

信環境の整備 

（２）デジタルコン

テンツの充実や

インターネットの

活用 

（３）総合的な情報

セキュリティ対

策の実施 

・児童生徒の 1 人 1 台端末環境の実現とと

もに、SINET（学術情報ネットワーク）との

接続による高速通信ネットワークの構築が

図られた 

・県下共通の学習用ツールとともに、デジタ

ル教科書等の活用が進んだ 

・県内同一のフィルタリングソフトの導入、

市町村と連携した情報セキュリティの推進

が図られた 

・通信量の増加に伴う回線の増強が必要 

・校務系ネットワークと学習系ネットワーク

の将来的な統合や教育データを標準化

させる必要がある 

・教育データの利活用による授業改善、児

童生徒理解が必要である 

・客観的な根拠を基にした（エビデンスベ

ース）の政策立案が求められる 

・セキュリティポリシーに沿った行動が確
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（４）校務の情報化

による教職員の

働き方改革 

・オンライン、クラウドの活用、採点支援シス

テムによる業務の負担軽減が見られた 

実に実行されるよう、教職員の意識を向

上させることが必要である 

・アンケートや教材等の共有による更なる

業務の効率化が必要である 

【方針４】教育

情報化に向

けた体制整

備 

（１）組織的な教育

情報化の推進 

（２）ICT 支援員等

外部人材の活用 

（３）学校・家庭・地

域による連携 

・学校 CIO※７、情報化推進リーダー※８によ

る、校内の組織的な情報化の推進が進ん

だ 

・運営支援センターの設立、ICT 支援員（情

報通信技術支援員）の増加、外部企業との

連携による教育の情報化の推進が図られ

た 

・情報モラル、よりよい ICT の使い方等に

ついて専門家を学校、保護者向け講演会

等に派遣し啓発を行った 

・一部の教職員による先進的な活用だけ

ではなく、管理職、核となる教職員から

組織的に学校全体の活用底上げへとつ

なげる必要がある 

・運営支援センターの柔軟な運用、ICT 支

援員の更なる充実が必要である 

※4 Project Ｂａｓｅｄ Learning。知識の暗記など、生徒が受動的な学習ではなく、自ら課題（問題）を発見し解決する能力を養うことを目的とした教育法のこと。課題

解決型学習。 

※5 Science（科学）、 Technology（技術）、 Engineering（工学）、Mathematics（数学）及び Arts（人文科学・リベラルアーツ）の 5 つの領域を対象とした理数教

育に創造性教育を加えた教育理念。知る（探究）とつくる（創造）のサイクルを生み出す、分野横断的な学びのこと。 

※6 ユーザーがインフラやソフトウェアを持たなくても、インターネットを通じて、サービスを利用できるもの。サーバーや記憶装置などのインフラ機能をネットワーク経由

で提供するサービス等。 

※７ 学校 CIO（Chief Information Officer）とは、学校で教育の情報化を推進する総括責任者のこと。校長、副校長又は教頭が各学校単位で ICT 化の取組をマネ

ジメントし実行する役割を担う。 

※８ 情報教育及び学習指導における情報手段の活用において指導的な役割を担うとともに、学校の情報化の全般について企画立案する役割を担い、校内の情報化を推

進していく上で中心となる教員を指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 
 

第２章 ４つの方針と施策 

第１章の背景・現状と課題を踏まえて教育 DX の更なる推進を図るため、推進計画の目指す人物像を「情報を主

体的に活用し、持続可能な社会の創り手となる資質・能力をもった人材の育成」として、次に掲げる４つの方針を

設定し、これらの方針に沿った具体的な施策を計画的かつ総合的に推進する。 

 

方針１ ICT を活用した児童生徒の資質・能力の育成 

（施策１）発達段階に応じた情報活用能力の育成  

 

（具体的な取組） 

・各教科の特質に応じ、学習場面においてこれまでの実践と ICT との最適な組み合わせを実現させるなど、「鳥

取県情報活用能力体系表」をもとにカリキュラム・マネジメント※９を行いながら教科等横断的に情報活用能力の育

成を図る 

・全県共有の学習ツール（Google Workspace for Education）を基本とし、どの学校に進学、転校しても同

じ環境で活用できる利点を生かしながら、クラウドの更なる活用を図り、児童生徒の ICT 活用を促進する 

・学校の授業だけでなく、持ち帰りを含めた家庭における日常的な端末活用の推進を図る 

・地域、家庭と連携を図りつつ、専門人材も活用し、情報モラル※1０、デジタル・シティズンシップ※1１教育等、ICT の

よりよい使い手となるための教育に関する指導の充実を図る 

・児童生徒自身が情報社会に主体的に関わり、自律的に行動ができるような学習コンテンツ、冊子等を作成する 

・子どもの発達段階に応じたインターネットとの適切な接し方について、未就学児の保護者等を対象に啓発を行う 

・視力をはじめ、ICT を使用することによる子どもたちの健康面への影響について研修会等を通じて各学校へ啓

発する 

 

 

 

 

 

 

〔取組の方向性〕 

・小学校 1 年生から高等学校 3 年生までの１２年間の学びと、それぞれの発達段階に応じて「社会とのつなが

り」を意識した学習を行い、情報及び情報技術を活用して、自ら問題を発見・解決したり、自分の考えを形成し

たりし、持続可能な社会の創り手になることができるような「情報活用能力」を育成する。 

・子どもたちが情報社会での行動に責任をもつとともに、自律的に行動し、情報を正しく安全に利活用しなが

ら情報社会に参画する態度を身に付けさせる。 

・ICT を活用した授業等が日常的に展開される中、子どもたちの健康面についても十分に配慮する。 

（目標とする指標） 

・総合的な学習（探究）の時間で、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習

活動に取り組んでいる児童生徒の割合（全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙）（高校教育に関するアンケ

ート 生徒） 

・児童（生徒）が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面で PC・タブレットなどの ICT 機器を使用している割

合（全国学力・学習状況調査学校質問紙）（高校教育に関するアンケート 教職員） 
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（施策２）主体的・自律的に ICT を活用する学習者の育成  

 
（具体的な取組） 

・児童生徒が学びのツールとしてクラウド活用することにより、子どもたち一人一人の目標に向かって、情報を収

集しながら自分のペースで学習したり、共有機能やオンライン会議等を用いて、他者の考えを参照したりしながら

自ら学んでいくような授業（個別最適な学び、協働的な学び）の推進を図る 

・ICT 活用教育推進校、学びの創造先進地域、リーディング DX スクール※1２の指定により、先進的取組や推進の

取組の横展開を図る  

・ICT 教育指導員※1３、教育 DX 推進員※1４、が、学校を巡回訪問し、教職員の ICT 活用を支援する 

・実社会の課題を解決するような教科等横断的な課題解決型学習（PBL、STEAM 教育等）が推進できる教員を

養成するための研修機会の充実を図る 

・県立美術館、図書館、地域社会等と連携し、総合的な学習（探究）の時間等における PBL、STEAM 教育の推進

を図る 

・学校の授業だけでなく、持ち帰りを含めた家庭における日常的な端末活用の推進を図る（再掲） 

・「SSH」※1５「国際バカロレア認定校」※1６DX ハイスクール※1７等を通じた生徒の可能性や自主性、自由な発想を伸

ばす特色ある取組を推進する 

・地域課題を題材とした児童生徒主体による、探究的な学びの成果を発表する機会を創出し、ふるさとキャリア教

育を推進する 

・プログラミング教育の内容の充実を図るとともに、高等学校における「情報Ⅰ」を着実に実施する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔取組の方向性〕 

・これからの社会を生き抜く資質・能力を育成し、身につけた力を発揮できるようにするために、教員が

ICT を使う授業から、子どもたちがクラウド環境において、ICT を日常的に活用しながら、情報を収集した

り、多様な他者と協働したりしながら、自ら課題を解決していく授業への転換を推進する。 

・実社会の課題を解決するような教科等横断的な課題解決型学習（PBL、STEAM 教育等）、端末持ち帰り

による学校と家庭との連続した学びをとおして、子どもたちが主体的に学ぶ力を高めるとともに、ICTを効

果的に活用し、資質・能力の育成を図る。 

・地域を題材とした探究的な学びの中で、ICT を活用しながら地域の課題やその解決方法を学ぶことによ

り本県の将来を担う人材育成するためのふるさとキャリア教育を推進する。 

（目標とする指標） 

・PC・タブレットなどの ICT 機器を、ほぼ毎日使用している児童生徒の割合（全国学力・学習状況調査児童生

徒質問紙）（高校教育に関するアンケート 生徒） 

・端末を毎日持ち帰り家庭で利用できるようにしている学校の割合（全国学力・学習状況調査学校質問紙） 

・PBL、STEAM 教育等の教科等横断的な課題解決型学習に取り組む学校数（県立高校） 
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（施策３）ICT の特性を生かした多様な学びの実現  

 

（具体的な取組） 

・障がいのある児童生徒の ICT を活用した学びの充実を図るため、特別支援教育における ICT 活用実践等共有

し広め、一層の充実を図る 

・端末を活用した児童生徒の心や体調の変化の早期発見により、児童生徒理解に基づく適切な支援を行う 

・不登校など長期欠席の児童生徒や教室に入りづらい児童生徒が、家庭、学校の相談室、教育支援センター等か

ら授業や学校行事の様子を見ることや、参加が可能となるような ICT 活用の促進を図る 

・生徒の進路希望等に応じた多様な教科・科目設定の充実を図るため、高等学校・夜間中学における遠隔教育を

研究する 

・特定分野に特異な才能のある児童生徒に ICT の特性や強みを生かすことで、学校内外の学びを充実させる 

・多様な学びの実現に関して、日々進歩するメタバース※1８等の分野の技術について、国や企業の動きを注視しな

がら選択して活用していく 

 

※９ 各学校が教育目標を実現するために、教育課程を計画的かつ組織的に編成・実施・評価し、教育の質を向上すること。 

※1０ 情報社会で適正な活動を行うための基となる考え方や態度のこと。情報社会を生き抜き、健全に発展させていく上で、全ての国民が身に付けておくべき考え方や

態度。 

※1１ デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に関与し参加する能力のこと。デジタル技術の利用における適切で責任ある行動規範を指す。 

※1２ 児童生徒の情報活用能力の育成を図りつつ、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や校務 DX を行い、好事例を展開する学校。 

※1３ 県・市町村教育委員会・学校の ICT を活用した業務改善（働き方改革）と授業づくりについて助言・支援を行う者。 

※1４ 県内の小中学校等を中心に直接訪問しての指導助言や、市町村 ICT 支援員育成を目指した ICT 活用授業の提案や活動情報の共有連携等の支援を行う者。 

※1５ スーパーサイエンスハイスクール。高等学校等において、先進的な理数教育を実施するとともに、高大接続のあり方について大学との共同研究や、国際性を育むた

めの取組を推進。また創造性、独創性を高める指導方法、教材の開発等の取組を実施。 

※1６ 国際バカロレア機構が提供する国際的な教育プログラム。国際バカロレア認定校で独自のカリキュラムに沿った授業を受け、国際バカロレアが課す試験に合格する

と認定証書が与えられる。 

※1７ デジタル人材の育成や探究的な学びを推進する拠点となる学校。 

※1８ インターネット上に構築された仮想空間。 

 

 

 

 

 

〔取組の方向性〕 

・様々な学習場面や支援が必要な場面において学びの困難さを軽減するとともに、個人の能力を引き出す

ICT 活用の推進を図る。 

・ICT の特性を最大限活用し、「個に応じた指導」の充実を図るとともに、不登校や病気療養等により特別な

支援が必要な子どもたちに対しての学習機会の確保に向けた取組を推進する。 

・特定分野に個々の才能を伸ばすための高度な学びの機会、中山間地域等の児童生徒への多様な学びの機

会を提供することを推進する。 

（目標とする指標） 

・不登校児童生徒等に対する学習活動等の支援で PC・タブレットなどの ICT 機器を活用した割合（全国学

力・学習状況調査学校質問紙） 

・特別な支援を要する児童生徒等に対する学習活動等の支援で PC・タブレットなどの ICT 機器を活用した

割合（全国学力・学習状況調査学校質問紙） 
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方針 2 教職員のＩＣＴ活用指導力の向上と人材の確保 

（施策１）教職員研修の充実  

 

（具体的な取組） 

・情報及び情報技術を活用して、問題を発見・解決したり、自分の考えを形成したりし、持続可能な社会の創り手

になることができるよう発達段階に応じた「情報活用能力」育成を意識した授業づくりを行うことで、学習者主体

の授業への転換を図る（「とっとり ICT 活用ハンドブック（増補版含）」「鳥取県情報活用能力体系表」の活用） 

・管理職の情報化推進へのマネジメント力の向上、情報化推進リーダー・サブリーダーの育成等、校内の役割に応

じた研修を実施する 

・レベル別研修により、教員による活用から児童生徒自身の ICT 活用へのステップアップ及び新たなスキルを習

得するリスキリング※1９を推進する 

・学校訪問型研修等の実施により、教育の質を高める発展的な活用に向け、学校別の課題解決への支援を行う 

・経年研修において ICT 利活用に関する研修を実施するとともに、各種研修における端末活用の日常化を図る 

・教科等横断的な課題解決型学習（PBL、STEAM 教育等）が推進できる教員を養成するための研修機会の充実

を図る（再掲） 

・校内研修活性化にむけた情報化推進リーダー等による情報交換・情報共有を実施する 

 

 

（施策２）取組の共有化 

 

（具体的な取組） 

・教育に関する情報に一元的にアクセスできる統合型教育ポータルサイト※２０の構築及び利用促進を図る 

・ICT を活用した特色ある取組や授業実践の好事例を収集し、全職員が活用できるよう学習支援プラットフォー

ム※２１の構築・利用促進を図る 

・教職員が授業等で活用できるテンプレートを開発し、プラットフォームに掲載するなど教材の共有化を図る 

 

 

〔取組の方向性〕 

・学習の基盤となる資質・能力である「情報活用能力」を体系的に育成していくために、管理職の意識改革

や、情報化を推進していくリーダー・サブリーダーの育成、子どもたちが主体的に取り組む探究的な学びを

実現できる教員の育成に関する研修を実施し、すべての教職員の指導力、活用力の向上を図る。 

・ＰＢＬについての理解を深め、探究的な学びについて授業設計ができる次世代リーダーを育成し、「鳥取県

版ＰＢＬ」を確立する。 

（目標とする指標） 

・授業に ICT を活用して指導する能力（学校における教育の情報化の実態等に関する調査「大項目 B」） 

・児童生徒の ICT 活用を指導する能力（学校における教育の情報化の実態等に関する調査「大項目Ｃ」） 

〔取組の方向性〕 

・ICT の特性を生かし、動画サイトによる授業、研修動画配信、テンプレートによる教材の共有化等により、

好事例の横展開を図る。 

（目標とする指標） 

・学習支援プラットフォームの研修動画、テンプレートの掲載数 
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（施策３）外部人材を活用した学校支援の充実 

 

（具体的な取組） 

・教職員研修、児童生徒に対する指導等、ICT 支援員の育成において、専門的知識を有する外部人材の活用（学習

支援プラットフォーム、プログラミング教育、探究的な学び）を図る 

・ICT 教育指導員及び教育 DX 推進員による学校支援の拡充を図るとともに、ICT 支援員の配置等の充実を図

る 

・文部科学省学校ＤＸ戦略アドバイザーの活用や鳥取県教育 DX アドバイザーの招聘による学校の ICT 活用の促

進を図る 

・GIGA スクール運営支援センターの拡充による学校、教職員の支援の充実を図る 

 

※1９ 新しい職業に就くために、あるいは、今の職業で必要とされるスキルの大幅な変化に適応するために、必要なスキルを獲得すること。 

※２０ 鳥取県において、デジタル田園都市国家構想交付金を活用して構築した、ワンストップで本県の多様なデジタル情報資源にアクセスでき、個別最適化された学びを

提供するホームページ。 

※２１ 統合型教育ポータル内に構築した、教師が授業づくりをしたり、児童生徒が自ら学べたりするためのホームページ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔取組の方向性〕 

・外部人材を活用することで、ICT を活用した社会とつながる学びを実現するとともに、学びの質の向上を

図る。 

・ICT 教育指導員及び教育 DX 推進員の充実及び、ICT 支援員の確保・育成や GIGA スクール運営支援セ

ンターの拡充等に取り組み、学校支援の充実を図る。 

（目標とする指標） 

・ＩＣＴ機器の活用に関して、学校内外において十分に必要なサポートが受けられている学校の割合（全国学

力・学習状況調査学校質問紙） 

・ICT 支援員の学校訪問回数（県立学校） 
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方針３ ＩＣＴを活用するための環境の整備 

（施策１）ICT 及びネットワークの環境整備 

 

（具体的な取組） 

・ネットワークアセスメント等の実施により、現状の把握や阻害要因の検証改善を進めるとともに、今後の通信量

増大に向け、安定した高速大容量通信環境について確実な整備及び運用を図る 

・義務教育段階の児童生徒の 1 人 1 台端末の確実な更新を図るとともに、高等学校（BYAD 等）※2２、特別支援学

校高等部（CYOD）※2３における１人１台端末の着実な整備を図る 

・校務でのクラウド活用を見据え、教職員（指導者用）の１人１台端末の着実な整備を図る 

・ゼロトラスト※2４を念頭に、校務系ネットワークと学習系ネットワークを統合した次世代ネットワークを構築し教育

の充実を図る 

・今後の ICT 環境について、端末更新における市町村との共同調達、環境構築、運用保守、ネットワークのあり方

等を検討する 

 

 

（施策２）ICT を活用した教育環境の構築 

 

（具体的な取組） 

・共通の学習用ツール(Google Workspace for Education)のアップグレードにより機能を最大限に活用

（学習支援、セキュリティ、データ活用、校務改善等）するための環境整備を図る 

・デジタル教科書やデジタル教材の整備を促進するとともに、CBT※2８化への対応を進めながら、子どもたちの主

体的な学びを支援したり、教職員の授業づくりに活用できたりする統合型教育ポータルサイト及び学習支援プラ

ットフォームの機能を充実させる 

・教育に関する情報に一元的にアクセスできる統合型教育ポータルサイトの利用促進を図る（再掲） 

・メタバース、対話型生成 AI 等先端技術による多様な学び、校務の効率化について研修を進める 

〔取組の方向性〕 

・今後の通信量の増大に向けて、1 人 1 台環境において円滑に学べるよう、次世代ネットワークによる安定し

た高速大容量通信環境について確実な確保を図る。 

・端末更新において端末の機能を確保した上で、リユースやリサイクルについて検討し、全ての子どもたちに

持続的な 1 人 1 台端末の整備を図るとともに、家庭環境により学習に格差が生じることがないよう取組を

進める。 

・校務系と学習系のネットワークの統合による教育データの連携、クラウドの日常的な活用により知見の共

有と教育価値の創出を図る。 

（目標とする指標） 

・インターネット接続率（１Gbps 以上）の学校の割合（学校における教育の情報化の実態等に関する調査） 

〔取組の方向性〕 

・学習の効果を高めるために、小学校から高等学校まで共通して利用している学習用ツール※2５を効果的に

活用するとともに、デジタル教科書、学習支援プラットフォーム等のデジタルコンテンツの活用を進める。 

・メタバース、対話型生成 AI※2６等先端技術について、教育の質を高めることにつながる活用を検討する。 

・探究的な学びの拠点となる学校図書館、STEAM Lab※2７等の整備を進めるとともに、子どもたちの学び

を支える学校図書館司書の人材育成を図る。 
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・探究的な学びの拠点となる学校図書館及び創造的な学びを推進する機材を揃えた STEAM Lab 等を整備する 

・情報活用能力育成と探究的な学びを支える司書教諭、図書館司書を養成するための研修機会の充実を図る 

 

 

（施策３）教育の質を高める教育データの利活用と教育 DX の推進 

 

（具体的な取組） 

・日々の学習データや生活データ等の教育データを蓄積し、ダッシュボード※２９等に可視化することにより、児童生

徒の学びを支援したり、教職員による学習指導の改善及び児童生徒理解、支援を図ったりする 

・児童生徒が可視化されたデータを活用し、自己の学びを知り、自己肯定感の醸成を図る 

・指導、校務において共同編集や情報共有等、クラウドを活用することにより教育の質を高めるとともに、国のチ

ェックリスト等を活用しながら業務の効率化を図る 

・国における教育データの標準化の動きを踏まえ、データの利活用を図るとともに、学習 e ポータル※３０の活用や

公教育データや蓄積した教育データを活用することにより、根拠に基づいた政策立案を推進する 

・端末を活用した児童生徒の心や体調の変化の早期発見により、児童生徒理解に基づく適切な支援を行う（再掲） 

・教育データを利活用する際は、「教育データの利活用に係る留意事項」（文部科学省通知 R5.3）を遵守する 

 

 

（施策４）情報セキュリティの確保 

 

（具体的な取組） 

・児童生徒自身が情報社会に主体的に関わり、自律的に行動ができるような学習コンテンツ、冊子等を作成する 

（再掲） 

（目標とする指標） 

・デジタル教科書の整備率（指導者用、学習者用）（学校における教育の情報化の実態等に関する調査） 

・探究的な学びを推進する機器が整備された図書館または教室を設置している学校数（県立高校） 

〔取組の方向性〕 

・学習や校務の様々な教育データを可視化することにより、児童生徒は自らの姿を見つめ、学びを自己調整

するとともに、教職員は指導や支援が必要な児童生徒の早期発見や、児童生徒の特性・能力に応じた学習

支援など指導の改善を図る。 

・個人情報等に留意しつつ、クラウドを活用して収集した様々な教育データをもとに根拠に基づいた政策立

案の具体化を推進する。 

（目標とする指標） 

・全国（とっとり）学力・学習状況調査や日々の学習データ、生活データ等の教育データを活用して授業改善

や児童生徒理解・支援に取組んでいる学校の割合（学校 CIO アンケート) 

・児童生徒の心身の状況の把握に ICT 機器を活用した割合（全国学力・学習状況調査学校質問紙） 

〔取組の方向性〕 

・児童生徒等の個人情報の適切な取扱いと情報セキュリティの確保を図るため、教職員への「鳥取県教育情

報セキュリティポリシー※３1」の周知徹底を図るとともに、ICT を自律的によりよく使う子どもたちを育成す

る取組を推進する。 

・ネットワークのクラウド化を踏まえ、多要素認証等による本人確認によりセキュリティの強化を図る。 
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・セキュリティにかかる教職員研修等により「鳥取県情報セキュリティポリシー」の周知徹底を図る 

・クラウドサービスの活用推進及び適切な運用に向け、必要に応じてガイドラインの見直しを図る 

・クラウドサービスの利用にかかるセキュリティの強化に向け、新たな技術の活用、システムの構築を推進する 

 

※2２ Bring Your Assigned Device の略。学校が推奨機種を斡旋して個人が私費購入した端末を持ち込み、活用すること。 

※2３ Choose Your Own Device の略。複数の学習用端末の中から自分の使いたい機種を選んで使用すること。 

※２４ アクセス制御による対策を講じたシステム構成のこと。 

※2５ Google Workspace for Education（ワープロ、表計算、プレゼンの共同編集、オンライン会議などが可能）のこと。 

※2６ ある種のデータを学習し、文章、画像、音楽、動画などを生成できるテクノロジーである生成 AI のうち、人間とコンピュータとの対話を、あたかも人間同士がして

いるように自然な形にするためのテクノロジー。 

※2７ 高性能パソコン、大型モニタ、３D プリンタ等を整備した環境で、探究的な学びを推進する拠点となる場所。 

※2８ Computer Based Testing。コンピュータ使用型調査のこと。動画、音声や試行錯誤が可能となり、「思考力」「問題発見・解決能力」などこれまで測定が困難だ

った能力の測定が可能となる。 

※2９ さまざまなシステムに散在しているデータを集約して可視化し、1 つの画面を見るだけで情報を把握可能にする仕組みのこと。 

※３０ 文部科学省が運営する CBT である MEXCBT（メクビット）、デジタル教科書・教材や様々な学習用ツールを利用するときの入り口となるもの。 

※３１ 組織において実施する情報セキュリティ対策の方針や行動指針のこと。組織全体のルールから、どのような情報資産をどのような脅威からどのように守るのかと

いった基本的な考え方、情報セキュリティを確保するための体制、運用規定、基本方針、対策基準などを具体的に記載したもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（目標とする指標） 

・教育情報セキュリティポリシーの策定率（学校における教育の情報化の実態等に関する調査） 
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方針４ ＩＣＴ推進体制の整備と校務の改善 

（施策１）組織的な ICT 推進体制の構築  

 

（具体的な取組） 

・ICT 活用教育推進チーム会議や市町村教育委員会との GIGA スクール運営協議会を開催し、情報共有及び教

育 DX の推進を図る 

・管理職を中心とした、複数体制による校内推進体制を構築する（情報化推進組織、情報化推進リーダー・サブリ

ーダーの育成） 

・教育 DX に向けた大学との共同研究及び ICT 技術を有する県内企業等との連携を図る 

・校務でのクラウド活用を見据え、教職員（指導者用）の１人１台端末の着実な整備を図る（再掲） 

 

 

（施策２）ICT を活用した働き方改革 

 

（具体的な取組） 

・指導、校務において共同編集や情報共有等、クラウドを活用することにより教育の質を高めるとともに、国のチ

ェックリスト等を活用しながら業務の効率化を図る（再掲） 

・校務系及び学習系システムの教育データを有効に連携させるとともに、クラウドを活用した知見の共有と教育価

値の創出を推進する 

・校務系・学習系ネットワークの統合及びクラウドツールの更なる活用を図り、ロケーションフリー※３2 で柔軟かつ

安全な働き方を構築する（校務支援システムと学習用ツールの連携等） 

 

※３2 働く場所にとらわれない働き方 

〔取組の方向性〕 

・学校における ICT 活用について協議する ICT 活用教育推進チーム会議や市町村教育委員会との GIGA

スクール運営協議会を定期的に開催し、県と市町村が同じ方向で取組の推進を図る。 

・一部の教職員による先進的な活用だけではなく、管理職、リーダーとなる教職員から組織的に学校全体の

活用底上げへとつなげるため、積極的な情報発信及び教職員への確実な端末整備を行う。 

（目標とする指標） 

・ＩＣＴ機器の活用に関して、学校内外において十分に必要なサポートが受けられている学校の割合（全国学

力・学習状況調査学校質問紙）（再掲） 

・学校教育情報化推進計画（端末の利活用に関する方針や計画を含む）を策定している市町村数 

〔取組の方向性〕 

・保護者連絡、出欠連絡等のデジタル化、教職員の情報共有、テスト採点の自動化、オンライン会議の開催等

により、業務の改善を図るとともに、研修、情報発信による啓発を図る。 

・校務系、学習系のネットワークの統合による、教育データの連携、クラウドの日常的な活用により知見の共

有と教育価値の創出を図る。（再掲） 

（目標とする指標） 

・クラウド（保護者連絡、アンケート、会議のオンライン等）を活用した校務改善に取り組んでいる学校の割合

（全国学力・学習状況調査学校質問紙）（県立学校 CIO アンケート） 
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第３章 計画の達成に向けて 

（１）達成目標と推進スケジュール 

令和 9 年度末を目標とし、学校教育 DX を進める 

方針 主な達成目標 令和６年度 7 年度 8 年度 9 年度 

方針１ 

ICT を活

用 し た 児

童 生 徒 の

資質・能力

の育成 

・児童生徒の情

報活用能力を高

める 

    

方針２ 

教 職 員 の

ICT 活用

指 導 力 の

向 上 と 人

材の確保 

・教職員の ICT

活用指導力を高

める 

 

・ICT 支援員・運

営支援センター

等外部人材の活

用の促進 

    

方針３ 

ICT を活

用 す る た

め の 環 境

の整備 

・次世代ネットワ

ークの整備・運用

開始 

 

・デジタルコンテ

ンツの活用（デジ

タル教科書、教

育 データ活用 、

学習支援プラッ

トフォーム等） 

    

方針４ 

ICT 推進

体 制 の 整

備 と 校 務

の改善 

・DX 推進計画実

施、改訂 

・働き方改革推

進、時間外業務

縮減 

    

 

 

 

CBT 化に向けた準備 

校務等への Google WorkSpace for Education 活用促進 

調達、構築 

次期計画改訂作業 学校教育 DX 推進計画の着実な実施 

デジタル教科書の活用促進、データ連携促進 学習支援プラットフォーム運用開始、 

学習 e ポータルの活用 

デジタルコンテンツ導入、効果検証、運用拡充 

とっとり学調、全国学調の CBT 化 

１人１台端末のリプレイス 

次世代ネットワーク運用 次世代ネットワーク、クラウド活用に向けた検討、調達、構築 

ICT 教育指導員、教育 DX 推進員、ICT 支援員、運営支援センターの拡充 

コンテンツ充実、サイト活用促進 統合型教育ポータル

サイトの運用 

教職員研修、管理職研修等での ICT 活用 

専門研修・CIO、リーダー研修による指導力向上 

端末を活用した不登校児童生徒等への指導及

び学習機会の充実、効果検証、活用促進 

データ利活用の推進（ダッシュボードによる学

習履歴の蓄積、デジタル教科書とのデータ連

携） 

データ利活用の推進（ダッシュボートによる

可視化、データ活用環境の構築） 

授業実践・探究的な学びの推進（PBL、STEAM 教育の全県展開） 

スキルアップ（ICT の効果的な活用〜児童生徒の自律的活用） 

 
学校業務支援システムのクラウド化に向けた検討 
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（２）取組の評価  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針
R５年度
（現状）

R９年度
（目標）

小：74.2%
中：77.3%

90.0%

81.6% 90.0%

小：41.2%
中：35.5%

全国平均
を上回る

10.9% 50.0%

小：30.7%
中：43.5%

100%

49.8% 100%

小：30.2%
中：18.7%

100%

21校 全校

小：39.6%
中：46.2%

全国平均
を上回る

小：67.0%
中：56.4%

全国平均
を上回る

0.4% 0.0%

0.4% 0.0%

50件 200件

小：81.5%
中：83.0%

全国平均
を上回る

高：月４回
特：月２回

現状維持

評価指標の項目

・総合的な学習の時間で、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表する
などの学習活動に取り組んでいる児童生徒の割合（全国学力・学習状況調査児童生徒質問
紙）

・児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面でPC・タブレットなどのICT機器を
使用している割合（全国学力・学習状況調査学校質問紙）

（１）発達段階に応じた情報活用能力の育成

（２）主体的・自律的にICTを活用する学習者の育成

（３）ICTの特性を生かした多様な学びの実現

（１） 教職員研修の充実

（２） 取組の共有化

・PC・タブレットなどのICT機器を、ほぼ毎日使用している児童生徒の割合（全国学力・学
習状況調査児童生徒質問紙）

・PBL、STEAM教育等の教科等横断的な課題解決型学習に取り組む学校数（県立高校）

・特別な支援を要する児童生徒等に対する学習活動等の支援でPC・タブレットなどのICT機
器を活用した割合（全国学力・学習状況調査学校質問紙）

方針１
 ICTを活用
した児童生徒
の資質・能力

の育成

・端末を毎日持ち帰り家庭で利用できるようにしている学校の割合（全国学力・学習状況調
査学校質問紙）

・ICT機器の活用に関して、学校内外において十分に必要なサポートが受けられている学校
の割合（全国学力・学習状況調査学校質問紙）

・ICT支援員の学校訪問回数（県立学校）

・総合的な探究の時間で、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表する
などの学習活動に取り組んでいる生徒の割合（高校教育に関するアンケート 生徒）

・生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面でPC・タブレットなどのICT機器を使用
している割合（高校教育に関するアンケート 教職員）

・PC・タブレットなどのICT機器を、ほぼ毎日使用している生徒の割合（高校教育に関する
アンケート 生徒）

・児童生徒のICT活用を指導する能力（学校における教育の情報化の実態等に関する調査
「大項目Ｃ」ほとんどできない教員の割合）

・不登校児童生徒等に対する学習活動等の支援でPC・タブレットなどのICT機器を活用した
割合（全国学力・学習状況調査学校質問紙）

・授業にICTを活用して指導する能力（学校における教育の情報化の実態等に関する調査
「大項目Ｂ」ほとんどできない教員の割合）

方針２
教職員のＩＣ
Ｔ活用指導力
の向上と人材

の確保

（３）外部人材を活用した学校支援の充実
・学習支援プラットフォームの研修動画、テンプレートの掲載数
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44.4%
全国平均
を上回る

指導者用：
82.1％

学習者用：
88.4%

100%

4校 20校

78.0% 90.0%

小：22.7%
中：18.6%

全国平均
を上回る

96.1% 100%

小：81.5%
中：83.0%

全国平均
を上回る

94.7% 100%

小：93.3%
中：96.6%
高：70.9%
特：62.5％

100%

・ICT機器の活用に関して、学校内外において十分に必要なサポートが受けられている学校
の割合（全国学力・学習状況調査学校質問紙）（再掲）

（３）教育の質を高める教育データの利活用と教育DXの推進

・インターネット接続率（１Gbps以上）の学校の割合（学校における教育の情報化の実態
等に関する調査）

方針４
ＩＣＴ推進体
制の整備と校

務の改善

・クラウド（保護者連絡、アンケート、会議のオンライン等）を活用した校務改善に取り組
んでいる学校の割合（全国学力・学習状況調査学校質問紙）（県立学校CIOアンケート）

（２）ICTを活用した働き方改革

（１）組織的なICT推進体制の構築

・教育情報セキュリティポリシーの策定率（学校における教育の情報化の実態等に関する調
査）

方針３
ＩＣＴを活用
するための環

境の整備

（４）情報セキュリティの確保

・学校教育情報化推進計画（端末の利活用に関する方針や計画を含む）を策定している市町
村数

（２）ICTを活用した教育環境の構築

・デジタル教科書の整備率（指導者用、学習者用）（学校における教育の情報化の実態等に
関する調査）

（１） ICT及びネットワークの環境整備

・児童生徒の心身の状況の把握にICT機器を活用した割合（全国学力・学習状況調査学校質
問紙）

・探究的な学びを推進する機器が整備された図書館または教室を設置している学校数（県立
学校）

・全国（とっとり）学力・学習状況調査や日々の学習データ、生活データ等の教育データを
活用して授業改善や児童生徒理解・支援に取組んでいる学校の割合（学校CIOアンケート)
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ジ
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庁
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デ
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タ
利
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ロ
ー
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マ
ッ
プ
」
よ
り
抜
粋

１８



学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
情
報
活
用
能
力
体
系
表
（
鳥
取
県
教
育
委
員
会
）
R
4
.2
版

分
 

類
 

資
質

 
能

力
 

求
め

る
力

の
 

背
景

 
資

質
・

能
力

の
３

つ
の

柱
で

 
整

理
し

た
情

報
活

用
能

力
 

情
報

活
用

能
力

ベ
ー

シ
ッ

ク
 

小
学

校
 

中
学

校
 

高
等

学
校

 
課

題
の

 
設

定
 情

報
の

 
収

集
 

整
理

 
分

析
 ま

と
め

 
表

現
 振

り
返

り
改

善
 

低
学

年
 

中
学

年
 

高
学

年
 

Ａ
 

知
 

識
 

及
 

び
 

技
 

術
 

実 際 の 社 会 や 生 活 の 中 で 生 き て 働 く 力

情
報

と
情

報
技

術
を

活
用

し
て

問
題

の
発

見
・

解
決

の
方

法
を

身
に

付
け

る
 

〇
 

〇
 

・見
つけ

た不
思議

や疑
問を

解決
する

には
順序

があ
るこ

とが
分か

る 
・問

題解
決や

表現
した

いこ
との

手順
を簡

単に
図示

する
 

・問
題解

決や
表現

した
いこ

との
手順

を図
示し

たり
、評

価・
改善

する
 

・課
題解

決の
流れ

を構
造的

に図
示し

、実
行後

、評
価・

改善
する

 
・課

題解
決の

流れ
を構

造的
に図

示し
、実

行後
、評

価・
改善

する
 

〇
 

〇
 

〇
 

・い
ろい

ろな
方法

で情
報を

集め
る 

・集
めた

情報
をい

ろい
ろな

方法
で分

ける
 

・ま
とめ

た情
報を

伝え
やす

い方
法を

考え
る 

・い
ろい

ろな
方法

で情
報を

集め
る 

・情
報収

集の
手段

と範
囲を

増や
して

集め
る 

・集
めた

情報
を比

較・
関連

付け
しな

がら
整理

する
 

・集
めた

情報
から

問題
解決

につ
なが

る情
報を

見つ
け出

す 
・相

手に
伝わ

りや
すい

プレ
ゼン

テー
ショ

ンを
作成

する
 

・仮
説を

確か
める

ため
に必

要な
情報

が何
かを

考え
る 

・目
的に

応じ
て収

集方
法を

選択
し、

情報
を集

める
 

・ア
ンケ

ート
やメ

ール
等を

とお
して

人か
ら情

報を
得る

 
・集

めた
情報

をも
とに

、仮
説を

確か
める

 
・原

因と
結果

など
情報

の関
連付

けの
方法

が分
かる

 
・目

的に
応じ

てグ
ラフ

や表
を使

った
情報

の整
理を

する
 

・様
々な

メデ
ィア

を組
み合

わせ
て相

手に
伝え

る方
法を

考え
る 

・課
題解

決に
向け

てど
のよ

うな
情報

が必
要か

を考
える

 
・情

報の
種類

や特
性に

配慮
した

情報
収集

の方
法を

考え
る 

・目
的に

応じ
て図

書や
We

b、
調査

等を
組み

合わ
せて

情報
を集

める
 

・比
較、

分類
、関

係付
け等

、目
的に

応じ
て情

報を
整理

する
 

・表
やグ

ラフ
を用

いて
統計

的に
情報

を整
理す

る 
・安

全・
適切

な情
報発

信・
表現

・交
流の

方法
につ

いて
配慮

する
 

・課
題解

決の
流れ

、根
拠等

を含
んだ

プレ
ゼン

テー
ショ

ンを
作成

する
 

・課
題解

決に
向け

てど
のよ

うな
情報

が必
要か

を考
える

 
・多

様な
メデ

ィア
から

得た
情報

の妥
当性

・信
頼性

を吟
味す

る 
・根

拠に
つな

げる
ため

の統
計調

査の
方法

を検
討す

る 
・主

張と
論拠

、個
別と

一般
化等

の情
報同

士の
関係

を見
出す

 
・統

計指
標や

検定
等を

用い
て統

計的
に情

報を
整理

・分
析す

る 
・安

全・
適切

な情
報発

信・
表現

・交
流の

方法
につ

いて
配慮

する
 

・推
論の

仕方
や抽

象度
の階

層化
によ

り情
報を

整理
・表

現す
る 

情
報

化
の

進
展

が
社

会
の

中
で

果
た

す
役

割
や

影
響

に
つ

い
て

理
解

す
る

 
〇

 
〇

 
・問

題を
解決

する
ため

には
情報

の必
要性

が分
かる

 
・情

報活
用の

取り
組み

を振
り返

り、
その

良さ
が分

かる
 

・目
的に

沿っ
た情

報活
用の

見通
しを

立て
る 

・情
報活

用を
振り

返り
、改

善点
を見

出す
 

・問
題解

決の
ため

の情
報活

用の
計画

を立
てる

 
・情

報活
用を

振り
返り

、効
果と

改善
点の

両面
を見

出す
 

・課
題解

決の
流れ

をふ
まえ

た情
報活

用の
計画

を立
てる

 
・情

報活
用を

効率
化の

視点
から

評価
・改

善す
る 

・モ
デル

化等
の結

果を
踏ま

えて
情報

活用
の計

画を
立て

る 
・情

報活
用を

多様
な視

点か
ら評

価・
改善

する
 

Ｂ
 

思
 

考
 

力
 

・
 

判
 

断
 

力
 

・
 

表
 

現
 

力
 

未 知 の も の に も 対 応 で き る 力

情
報

を
結

び
つ

け
て

新
た

な
意

味
を

見
出

し
た

り
、

問
題

発
見

・
解

決
に

向
け

て
適

切
か

つ
効

果
的

に
情

報
を

活
用

す
る

 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

・身
近な

事象
から

感じ
た不

思議
や疑

問に
基づ

いて
課題

を発
見し

たり
、

設定
した

りす
る 

・身
近な

とこ
ろか

ら情
報を

集め
る 

・集
めた

情報
を同

じ情
報と

違う
情報

に分
ける

 
・写

真や
絵、

短い
言葉

を組
み合

わせ
て分

かり
やす

くま
とめ

る 
・ま

とめ
たも

のを
使っ

て相
手に

分か
りや

すく
伝え

る 

・日
常の

事象
から

思い
つい

た疑
問に

基づ
いて

課題
設定

する
 

・調
査や

資料
から

情報
を収

集す
る 

・集
めた

情報
を比

較、
関連

付け
し、

情報
の関

係性
を見

出す
 

・「
考え

るた
めの

技法
」を

活用
しな

がら
論理

的に
まと

める
 

・表
やグ

ラフ
を使

って
集め

た情
報を

わか
りや

すく
まと

める
 

・ま
とめ

たも
のを

使っ
て相

手に
わか

りや
すく

伝え
る 

・地
域や

社会
の事

象に
基づ

いて
課題

設定
する

 
・調

査や
資料

、実
験・

観察
等か

ら情
報を

収集
する

 
・集

めた
情報

同士
の関

係性
を見

出す
 

・「
考え

るた
めの

技法
」を

活用
して

より
妥当

な考
えに

まと
める

 
・表

やグ
ラフ

を使
って

集め
た情

報を
効果

的に
まと

める
 

・ま
とめ

たも
のを

組み
合わ

せて
相手

にわ
かり

やす
く伝

える
 

・地
域や

社会
の社

会課
題に

基づ
いて

課題
設定

する
 

・目
的に

応じ
て収

集手
段を

選択
しな

がら
情報

収集
する

 
・目

的や
状況

に合
わせ

て統
計的

に情
報を

整理
する

 
・「

考え
るた

めの
技法

」を
活用

しな
がら

論理
的に

まと
める

 
・表

やグ
ラフ

を使
って

集め
た情

報を
効果

的に
まと

める
 

・ま
とめ

たも
のを

組み
合わ

せて
相手

にわ
かり

やす
く伝

える
 

・発
表を

通し
て相

手と
議論

して
相互

の理
解を

深め
る 

・国
や世

界規
模の

社会
課題

に基
づい

て課
題設

定す
る 

・分
析の

目的
に応

じて
調査

の手
順を

計画
する

 
・目

的に
応じ

て複
数の

収集
手段

を選
択し

なが
ら情

報収
集す

る 
・目

的や
状況

に合
わせ

て統
計的

に情
報を

整理
する

 
・「

考え
るた

めの
技法

」を
活用

して
より

妥当
な考

えに
まと

める
 

・表
やグ

ラフ
を使

って
集め

た情
報を

効果
的に

まと
める

 
・発

表を
通し

て相
手と

議論
して

相互
の理

解を
深め

る 

〇
 

〇
 

・集
めた

情報
から

全体
を把

握し
、そ

れを
自分

の言
葉で

まと
める

 
・集

めた
情報

を組
み合

わせ
て、

情報
の特

徴を
捉え

る 

・見
出し

た関
係性

をも
とに

、新
しい

意味
を見

出す
 

・集
めた

情報
から

類似
点や

規則
性を

見出
す 

・見
出し

た類
似点

や規
則性

を応
用し

なが
ら問

題の
解決

方法
を考

える
 

・目
的に

応じ
た情

報活
用を

通し
て、

情報
の傾

向と
変化

を捉
え、

問題
に

対す
るい

くつ
かの

解決
策を

考え
る 

・情
報の

傾向
や変

化を
とら

えて
、問

題の
解決

策を
創造

する
 

・目
的に

応じ
た情

報活
用を

通し
て、

モデ
ル化

やシ
ミュ

レー
ショ

ン等
を行

いな
がら

情報
の傾

向と
変化

を捉
え、

多様
な立

場を
想定

し、
問題

に対
す

る多
様な

解決
策を

明ら
かに

する
 

〇
 

〇
 

・相
手を

意識
し、

わか
りや

すく
表現

する
 

・相
手意

識や
目的

意識
をも

って
、情

報を
組み

合わ
せて

表現
する

 
・目

的や
意図

に応
じて

複数
の手

段を
組み

合わ
せて

表現
し、

聞き
手と

のや
りと

りを
含め

て効
果的

に表
現す

る 
・目

的や
意図

に応
じて

情報
を統

合し
て表

現し
、プ

レゼ
ンテ

ーシ
ョン

や
プロ

グラ
ミン

グ等
によ

って
表現

・発
信・

創造
する

 
・メ

ディ
アと

コミ
ュニ

ケー
ショ

ン手
段の

関係
を科

学的
に捉

え、
適切

で効
果的

な組
み合

わせ
を選

択・
統合

し、
プレ

ゼン
テー

ショ
ンや

プロ
グラ

ミン
グ等

によ
って

表現
・発

信・
創造

する
 

様
々

な
事

象
を

情
報

と
結

び
付

け
て

捉
え

る
 

〇
 

・情
報の

大切
さを

意識
する

 
・情

報活
用を

振り
返り

、活
用の

良さ
が分

かる
 

・情
報活

用を
振り

返り
、手

順の
組み

合わ
せの

改善
につ

いて
考え

る 
・情

報活
用を

振り
返り

、改
善点

を論
理的

に考
える

 
・情

報活
用を

効率
化の

視点
から

評価
する

 
・課

題解
決の

ため
の情

報活
用の

組み
合わ

せに
つい

て論
理的

に考
えな

が
ら改

善す
る 

・情
報活

用を
多様

な視
点か

ら評
価す

る 
・意

図す
る活

動実
現の

ため
の組

み合
わせ

につ
いて

、オ
ンラ

イン
会議

等も
活用

しな
がら

広い
視野

で論
理的

・協
働的

に考
え、

改善
する

 

Ｃ
 

学 び に 向 か う 力 ・ 人 間 性 等

学 ん だ こ と を 人 生 や 社

会 に 生 か そ う と す る 力

情報
や情

報技
術を

適切
かつ

効果
的に

活用
して

社会
に参

画し
、発

展に
寄与

しよ
うと

す
る 

〇
 

〇
 

・事
象と

関係
する

情報
を見

つけ
よう

とす
る 

・情
報を

複数
の視

点か
ら捉

えよ
うと

する
 

・情
報の

つな
がり

を見
つけ

よう
とす

る 
・新

たな
視点

を受
け入

れて
検討

しよ
うと

する
 

・情
報を

構造
的に

理解
しよ

うと
する

 
・物

事を
批判

的に
考察

しよ
うと

する
 

・事
象と

情報
とそ

の結
びつ

きの
視点

から
捉え

よう
とす

る 
・物

事を
批判

的に
考察

し判
断し

よう
とす

る 
・事

象と
情報

とそ
の結

びつ
きの

視点
から

捉え
よう

とす
る 

・物
事を

批判
的に

考察
し新

たな
価値

を見
出そ

うと
する

 

〇
 

〇
 

・問
題解

決に
は情

報が
必要

だと
意識

して
行動

する
 

・情
報活

用を
振り

返り
、良

さを
見つ

けよ
うと

する
 

・目
的に

応じ
て情

報活
用の

見通
しを

立て
よう

とす
る 

・情
報活

用を
振り

返り
、改

善点
を見

出そ
うと

する
 

・複
数の

視点
で考

えな
がら

計画
しよ

うと
する

 
・情

報を
創造

しよ
うと

する
 

・情
報活

用を
振り

返り
、効

果や
改善

点を
見出

そう
とす

る 

・課
題解

決に
むけ

た情
報活

用の
計画

を立
案し

、試
行し

よう
とす

る 
・情

報及
び情

報技
術を

創造
しよ

うと
する

 
・情

報活
用を

効率
化の

視点
から

評価
・改

善し
よう

とす
る 

・課
題解

決に
むけ

た情
報活

用の
計画

を立
案し

、試
行し

よう
とす

る 
・情

報及
び情

報技
術を

創造
しよ

うと
する

 
・情

報活
用を

多様
な視

点か
ら評

価・
改善

しよ
うと

する
 

情報
活用

能力
ベー

シッ
クで

は教
科別

の情
報活

用能
力の

具体
が示

され
てい

ます
。（

htt
ps:

//j
ape

t.or
.jp/

） 
＜考

える
ため

の技
法＞

 
○【

順序
付け

る】
複数

の対
象に

つい
て，

ある
視点

や条
件に

沿っ
て対

象を
並び

替え
る 

○【
比較

する
】 

複数
の対

象に
つい

て，
ある

視点
から

共通
点や

相違
点を

明ら
かに

する
 

○【
分類

する
】 

複数
の対

象に
つい

て，
ある

視点
から

共通
点の

ある
もの

同士
をま

とめ
る 

○【
抽象

化す
る（

一般
化す

る，
統合

する
）】

対象
に関

する
上位

概念
や法

則を
挙げ

たり
，複

数の
対象

を一
つに

まと
めた

りす
る 

○【
関連

付け
る】

複数
の対

象が
どの

よう
な関

係に
ある

かを
見付

ける
 あ

る対
象に

関係
する

もの
を見

付け
て増

やし
てい

く 
○【

多面
的に

見る
・多

角的
に見

る】
対象

のも
つ複

数の
性質

に着
目し

たり
，対

象を
異な

る複
数の

角度
から

捉え
たり

する
 

○【
具体

化す
る（

個別
化す

る，
分解

する
）】

対象
に関

する
上位

概念
・規

則に
当て

はま
る具

体例
を挙

げた
り，

対象
を構

成す
る下

位概
念や

要素
に分

けた
りす

る 
○【

構造
化す

る】
 考

えを
構造

的（
網構

造・
層構

造な
ど）

に整
理す

る 
○【

理由
付け

る（
原因

や根
拠を

見付
ける

）】
対象

の理
由や

原因
，根

拠を
見付

けた
り予

想し
たり

する
 

○【
見通

す（
結果

を予
想す

る）
】見

通し
を立

てる
。物

事の
結果

を予
想す

る 
※発

達段
階に

応じ
て活

用し
たり

，各
教科

等の
学習

にお
いて

適切
に発

揮し
たり

する
よう

に
する

（詳
細は

小学
校学

習指
導要

領解
説 

総合
的な

学習
の時

間編
P8

0〜
）

プ ロ グ ラ ミ ン グ

・問
題の

解決
や表

現活
動の

際に
は手

順が
ある

こと
を理

解す
る 

・問
題解

決や
表現

活動
の際

に、
コン

ピュ
ータ

とプ
ログ

ラム
の関

係を
体験

的に
理解

し、
順次

、分
岐、

反復
を含

んだ
プロ

グラ
ムの

作成
がで

きる
 

・問
題解

決や
表現

活動
の際

に、
コン

ピュ
ータ

とプ
ログ

ラム
の関

係を
体

験的
に理

解し
、順

次、
分岐

、反
復を

含ん
だプ

ログ
ラム

の作
成を

行い
、

評価
・改

善が
でき

る 

・問
題解

決や
表現

活動
の際

、論
理的

な手
続き

やデ
ータ

を様
々に

工夫
でき

るこ
とを

体験
的に

理解
する

 
・情

報技
術の

価値
を社

会や
将来

に関
連付

けて
考え

るこ
とが

でき
る 

・問
題解

決や
表現

活動
の際

、取
組の

流れ
を構

造化
した

り、
デー

タを
統計

的に
整理

した
りし

てモ
デル

化で
きる

こと
を科

学的
に理

解す
る 

・情
報技

術を
効果

的に
活用

し、
生活

や社
会に

役立
つ新

しい
価値

を創
造で

き
る 

情 報 モ ラ ル

・自
分や

他の
人た

ちの
情報

を大
切に

し、
ルー

ルを
守っ

て安
全に

情報
手段

を使
うこ

とを
理解

する
 

・コ
ンピ

ュー
タや

イン
ター

ネッ
トの

基本
的な

マナ
ーを

理解
する

 

・情
報手

段の
利便

性と
危険

性を
理解

し、
自分

や他
の人

への
影響

を考
えて

適切
に使

用す
る 

・生
活の

中で
の必

要と
なる

情報
セキ

ュリ
ティ

を理
解す

る 

・情
報手

段の
利便

性と
危険

性を
理解

し、
自分

や他
の人

への
影響

を考
え

て適
切に

使用
する

 
・生

活の
中で

必要
とな

る情
報セ

キュ
リテ

ィを
理解

する
 

・情
報社

会で
の情

報技
術の

働き
や産

業や
国⺠

生活
の関

わり
を理

解す
る 

・情
報手

段の
利便

性と
危険

性を
理解

し、
自分

や他
の人

への
影響

を考
えて

適切
に使

用す
る 

・生
活の

中で
必要

とな
る情

報セ
キュ

リテ
ィを

理解
する

 
・情

報や
情報

技術
を多

様な
視点

から
考え

るこ
とに

よっ
て、

より
よい

生活
や持

続可
能な

社会
の構

築に
活か

そう
とす

る 

・情
報手

段の
利便

性と
危険

性を
理解

し、
自他

の責
任や

義務
、社

会に
及ぼ

す影
響を

踏ま
えて

適切
に使

用す
る 

・情
報社

会に
おけ

る情
報セ

キュ
リテ

ィの
対策

・対
応を

科学
的に

理解
する

 
・情

報や
情報

技術
を多

様な
視点

から
考え

るこ
とに

よっ
て、

望ま
しい

情報
活

用を
提案

しよ
うと

した
り、

より
よい

生活
や持

続可
能な

社会
の構

築に
活か

そう
とす

る 

＜
確
認
＞
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
情
報
モ
ラ
ル
の
視
点
を
A
、
B
、
C
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の
中
に
組
み
込
ん
だ
授
業
設
計
を
し
ま
す
。
様
々
な
教
科
学
習
の
中
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
情
報
モ
ラ
ル
の
視
点
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
多
様
な
場
面
で
繰
り
返
し
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
深
い
理
解
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
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（
補
足
資
料
）
情
報
活
用
能
力
の
育
成
場
面
に
お
け
る
学
習
の
姿
の
例

項
目

 
小
学
校

 
中
学
校

 
高
等
学
校

 
低
学
年

 
中
学
年

 
高
学
年

 

知
 

識
 

及
 

び
 

技
 

術
 

□
図
書
か
ら
情
報
を
集
め
る

□
人
に
質
問
し
て
情
報
を
集
め
る

□
見
た
り
触
れ
た
り
し
て
体
験
を
通
し
て
情
報
を
集
め
る

□
情
報
端
末
の
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
情
報
を
集
め
る

□
情
報
端
末
の
起
動
・
終
了
、
カ
メ
ラ
ア
プ
リ
で
撮
影
す
る

□
情
報
端
末
に
保
存
し
た
映
像
を
呼
び
出
す

□
写
真
に
ペ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
で
書
き
加
え
て
加
工
す
る

□
集
め
た
情
報
を
比
べ
た
り
順
序
を
考
え
た
り
す
る

□
集
め
た
情
報
を
組
み
合
わ
せ
る

□
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
考
え
る

□
キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
入
力
す
る
（
10
文
字
程
度
/分
）

□
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
呼
び
出
す

□
様
々
な
図
書
や
辞
書
か
ら
情
報
を
集
め
る

□
内
容
を
設
定
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
情
報
を
集
め
る

□
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
、
回
収
を
通
し
て
情
報
を
集
め
る

□
実
験
や
観
察
・
訪
問
を
通
し
て
情
報
を
集
め
る

□
We
bで

情
報
を
集
め
る

□
知
り
た
い
事
柄
に
つ
い
て

We
b検

索
し
、
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る

□
情
報
端
末
の
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
情
報
を
集
め
る

□
写
真
に
ト
リ
ミ
ン
グ
等
の
加
工
・
編
集
を
加
え
る

□
集
め
た
情
報
を
比
較
・
関
連
付
け
し
な
が
ら
整
理
す
る

□
集
め
た
情
報
か
ら
必
要
な
情
報
を
見
つ
け
出
す

□
数
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
て
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
る

□
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る

□
キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
入
力
す
る
(2
0文

字
以
上
/分
）

□
ク
ラ
ウ
ド
の
フ
ォ
ル
ダ
内
の
フ
ァ
イ
ル
を
整
理
す
る

□
目
的
に
応
じ
て
、
図
書
、
辞
書
、
新
聞
等
の
中
か
ら
選
択
し
情
報
を
集
め
る

□
電
子
メ
ー
ル
を
通
し
て
情
報
を
集
め
る

□
現
地
調
査
や
実
験
・
観
察
等
通
し
て
情
報
を
集
め
る

□
演
算
子
を
用
い
て

We
b検

索
で
情
報
を
絞
り
込
む

□
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
考
え
て
相
手
に
メ
ー
ル
を
送
る

□
集
め
た
情
報
を
も
と
に
、
仮
説
を
検
証
す
る
方
法
を
考
え
る

□
原
因
と
結
果
な
ど
情
報
の
関
係
づ
け
の
仕
方
が
わ
か
る

□
目
的
に
応
じ
て
グ
ラ
フ
や
表
を
使
っ
た
情
報
の
整
理
を
す
る

□
表
計
算
ア
プ
リ
を
使
っ
て
表
や
グ
ラ
フ
を
作
る

□
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
組
み
合
わ
せ
て
相
手
に
伝
え
る
方
法
を
考
え
る

□
文
書
作
成
ア
プ
リ
を
使
っ
て
原
稿
用
紙

1枚
程
度
の
文
書
を
つ
く
る

□
ス
ラ
イ
ド
作
成
ア
プ
リ
を
使
っ
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
る

□
キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
入
力
す
る
（
40
文
字
以
上
/分
）

□
フ
ァ
イ
ル
の
暗
号
化
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
操
作
を
す
る

□
情
報
の
種
類
や
特
性
に
配
慮
し
た
情
報
収
集
の
方
法
を
考
え
る

□
目
的
に
応
じ
て
図
書
や

We
b、
調
査
等
を
組
み
合
わ
せ
て
情
報
を
集
め
る

□
演
算
子
を
用
い
て

We
b検

索
で
情
報
を
絞
り
込
む

□
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
考
え
て
相
手
に
メ
ー
ル
を
送
る

□
比
較
、
分
類
、
関
係
付
け
等
、
目
的
に
応
じ
て
情
報
を
整
理
す
る

□
表
や
グ
ラ
フ
を
用
い
て
統
計
的
に
情
報
を
整
理
す
る

□
共
同
編
集
や
フ
ァ
イ
ル
共
有
な
ど
、
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

□
文
書
作
成
ア
プ
リ
を
使
っ
て
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
の
文
書
を
つ
く
る

□
表
計
算
ア
プ
リ
を
使
っ
て
デ
ー
タ
を
集
計
し
た
り
、
表
や
グ
ラ
フ
を
作
る

□
ス
ラ
イ
ド
作
成
ア
プ
リ
を
使
っ
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
る

□
安
全
・
適
切
な
情
報
発
信
・
表
現
・
交
流
の
方
法
に
つ
い
て
配
慮
す
る

□
キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
入
力
す
る
（
40
文
字
以
上
/分
）

□
ク
ラ
ウ
ド
活
用
や
権
限
設
定
等
の
フ
ァ
イ
ル
を
適
切
に
運
用
す
る

□
国
や
世
界
規
模
の
社
会
課
題
に
基
づ
い
て
課
題
設
定
す
る

□
分
析
の
目
的
に
応
じ
て
調
査
の
手
順
を
計
画
す
る

□
目
的
に
応
じ
て
複
数
の
収
集
手
段
を
選
択
し
な
が
ら
情
報
収
集
す
る

□
演
算
子
を
用
い
て

We
b検

索
で
情
報
を
絞
り
込
む

□
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
考
え
て
相
手
に
メ
ー
ル
を
送
る

□
共
同
編
集
や
フ
ァ
イ
ル
共
有
な
ど
、
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

□
目
的
や
状
況
に
合
わ
せ
て
統
計
的
に
情
報
を
整
理
す
る

□
「
考
え
る
た
め
の
技
法
」
を
活
用
し
て
よ
り
妥
当
な
考
え
に
ま
と
め
る

□
表
や
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
集
め
た
情
報
を
効
果
的
に
ま
と
め
る

□
文
書
作
成
ア
プ
リ
を
使
っ
て
レ
ポ
ー
ト
１
枚
程
度
の
文
書
を
作
る

□
表
計
算
ア
プ
リ
を
使
っ
て
デ
ー
タ
を
集
計
し
た
り
、
表
や
グ
ラ
フ
を
作
る

□
ス
ラ
イ
ド
作
成
ア
プ
リ
を
使
っ
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
る

□
ま
と
め
た
も
の
を
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
相
手
と
議
論
し
て
相
互
の
理
解
を
深
め
る
 

プ ロ グ ラ ミ ン グ  

□
道
具
と
し
て
の
情
報
端
末
の
存
在
を
理
解
す
る

□
生
活
の
中
で
の
情
報
端
末
活
用
を
理
解
す
る

□
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
動
く
情
報
端
末
を
理
解
す
る

□
意
図
し
た
処
理
の
た
め
に
順
次
、
分
岐
、
反
復
を
含
ん
だ
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る

□
情
報
の
特
徴
を
知
る

□
情
報
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
を
理
解
す
る

□
社
会
に
お
け
る
情
報
端
末
の
活
用
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
手
順
と
情
報
端
末
の
動
作
の
関
係
が
分
か
る

□
意
図
し
た
処
理
の
た
め
に
順
次
、
分
岐
、
反
復
を
含
ん
だ
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
評
価
・

改
善
す
る

□
問
題
解
決
や
表
現
し
た
い
こ
と
の
手
順
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
表
す

□
情
報
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
の
種
類
と
特
徴
及
び
そ
の
流
れ
を
理
解
す
る

□
表
現
、
記
録
、
計
算
の
原
理
・
法
則
を
理
解
す
る

□
デ
ジ
タ
ル
化
や
自
動
化
と
そ
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
仕
組
み
が
分
か
る

□
意
図
し
た
処
理
の
た
め
に
順
次
、
分
岐
、
反
復
を
含
ん
だ
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
デ
バ

ッ
グ
処
理
を
す
る

□
課
題
に
対
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
図
等
で
表
現
す
る

□
情
報
の
流
通
に
つ
い
て
の
科
学
的
に
理
解
す
る

□
メ
デ
ィ
ア
及
び
表
現
、
記
録
、
計
算
を
科
学
的
に
理
解
す
る

□
社
会
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
科
学
的
に
理
解
す
る

□
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
自
動
化
に
つ
い
て
科
学
的
に
理
解
す
る

□
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
の
科
学
的
に
理
解
す
る

□
情
報
の
シ
ス
テ
ム
化
に
つ
い
て
の
科
学
的
に
理
解
す
る

□
意
図
し
た
処
理
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
・
デ
バ
ッ
グ
処
理
を
し
て
最
適
化
し
た
モ
デ
ル
に
近

づ
け
る

□
課
題
に
対
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
図
等
で
表
現
す
る

情 報 モ ラ ル

□
人
の
制
作
物
へ
の
尊
敬
や
伝
え
て
は
い
け
な
い
情
報
の
存
在
を
理
解
す
る

□
人
の
制
作
物
へ
の
尊
敬
や
伝
え
て
は
い
け
な
い
情
報
を
守
ろ
う
と
す
る

□
情
報
端
末
利
用
時
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
、
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
や
情
報
技
術
を
適
切
に
使
お
う
と
す
る

□
情
報
社
会
で
の
情
報
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
自
他
の
情
報
の
大
切
さ
が
分
か
る

□
生
活
で
必
要
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
を
や
り
取
り
す
る
場
合
の
責
任
が
分
か
る

□
自
他
の
情
報
の
大
切
さ
を
踏
ま
え
、
尊
重
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
の
や
り
取
り
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
踏
ま
え
、
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
協
力
し
て
使
お
う
と
す
る

□
情
報
や
情
報
技
術
を
生
活
に
活
か
そ
う
と
す
る

□
情
報
社
会
で
の
情
報
技
術
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
化
に
伴
う
産
業
化
国
民
生
活
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
に
関
す
る
自
他
の
権
利
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
が
分
か
る

□
情
報
保
守
の
方
法
や
情
報
技
術
の
悪
用
の
危
険
性
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
発
信
し
た
情
報
の
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
自
他
の
情
報
の
権
利
を
踏
ま
え
、
尊
重
し
よ
う
と
す
る

□
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
踏
ま
え
、
行
動
し
よ
う
と
す

る

□
情
報
発
信
の
社
会
的
影
響
を
踏
ま
え
、
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
発
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
共
用
意
識
を
持
っ
て
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
や
情
報
技
術
を
生
活
や
社
会
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
す
る

□
情
報
シ
ス
テ
ム
の
種
類
、
目
的
、
役
割
や
特
性
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
化
に
よ
る
社
会
へ
の
影
響
と
課
題
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
に
関
す
る
個
人
の
権
利
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
ル
ー
ル
・
法
律
の
遵
守
に
よ
り
成
り
立
つ
社
会
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
の
対
策
・
対
応
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
仮
想
空
間
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
社
会
に
お
け
る
自
分
の
責
任
や
義
務
が
分
か
る

□
健
康
に
配
慮
し
た
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
が
分
か
る

□
情
報
に
関
す
る
個
人
の
権
利
と
重
要
性
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る

□
社
会
の
ル
ー
ル
・
法
律
の
遵
守
を
踏
ま
え
て
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
仮
想
空
間
を
含
め
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
対
策
・
対
応
の
重
要
性
を
踏
ま
え
て
行
動
し
よ
う
と

す
る

□
情
報
社
会
で
の
自
己
の
責
任
や
義
務
を
踏
ま
え
て
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
メ
デ
ィ
ア
利
用
で
の
健
康
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
て
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
公
共
性
を
意
識
し
て
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
や
情
報
技
術
を
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
活
か
そ
う
と
す
る

□
情
報
シ
ス
テ
ム
の
影
響
や
情
報
デ
ザ
イ
ン
が
果
た
す
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
技
術
が
人
や
社
会
に
果
た
す
役
割
と
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
に
関
す
る
個
人
の
権
利
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
に
関
す
る
法
律
や
制
度
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
対
策
・
対
応
を
科
学
的
に
理
解
す
る

□
仮
想
空
間
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
科
学
的
に
理
解
す
る

□
情
報
社
会
に
お
け
る
自
他
の
責
任
や
義
務
に
つ
い
て
理
解
す
る

□
健
康
に
配
慮
し
た
日
常
的
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
方
法
が
分
か
る

□
情
報
に
関
す
る
個
人
の
権
利
と
重
要
性
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
に
関
す
る
法
律
や
制
度
の
意
義
を
踏
ま
え
て
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
仮
想
空
間
の
保
護
・
治
安
維
持
の
た
め
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
意
義
を
踏
ま
え
て
行
動
し

よ
う
と
す
る

□
情
報
社
会
で
の
自
他
の
責
任
や
義
務
を
踏
ま
え
て
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
メ
デ
ィ
ア
利
用
で
の
健
康
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
て
行
動
し
よ
う
と
す
る

□
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
公
共
性
を
意
識
し
、
望
ま
し
い
情
報
活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
案

し
よ
う
と
す
る

□
情
報
や
情
報
技
術
を
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
活
か
そ
う
と
す
る

（
体
系
表
の
活
用
例
：
小
５
理
科
「
雲
と
天
気
の
変
化
」
単
元
計
画
に
組
み
込
む
情
報
活
用
能
力
育
成
）

（
プ
）
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
視
点

 
（
モ
）
情
報
モ
ラ
ル
の
視
点

 

時
 

学
習
内
容

 
情
報
活
用
能
力
ベ
ー
シ
ッ
ク

 
情
報
活
用
能
力
の
具
体

 
学
習
の
姿

 

１
 

雲
と
天
気
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
問
題
を
見
出
し
、
予
想
や
仮
説
を
立
て
る

 
課
題
の
設
定

 
問
題
解
決
し
た
い
こ
と
の
手
順
を
図
示
す
る

 
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
思
考
の
可
視
化
、

２
 

雲
と
天
気
の
関
係
に
つ
い
て
の
仮
説
を
確
か
め
る
た
め
の
観
察
方
法
を
立
て
る

 
課
題
の
設
定

 
仮
説
を
確
か
め
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
何
か
を
考
え
る

 
 
問
題
解
決
の
た
め
の
情
報
活
用
の
計
画
を
立
て
る

 
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
の
図
示
（
プ
）

３
 

自
分
で
考
え
た
方
法
で
観
察
し
、
記
録
し
た
結
果
か
ら
雲
と
天
気
の
関
係
が
分
か
る
も
の
を
整
理
す
る

 
情
報
の
収
集

 
整
理
・
分
析

 
目
的
に
応
じ
て
収
集
方
法
を
選
択
し
、
情
報
を
集
め
る

 
 
集
め
た
情
報
同
士
の
関
係
性
を
見
出
す

 
学
習
者
用
端
末
で
班
ご
と
に
観
察

 
集
め
た
映
像
を
ク
ラ
ウ
ド
で
共
有
（
モ
）

 

４
 

集
め
た
観
察
記
録
な
ど
か
ら
考
察
し
て
、
天
気
の
変
化
の
規
則
性
を
見
出
し
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る

 
整
理
・
分
析

 
ま
と
め
・
表
現

 
集
め
た
情
報
か
ら
類
似
点
や
規
則
性
を
見
出
す

 
 
見
出
し
た
類
似
点
や
規
則
性
を
応
用
し
な
が
ら
問
題
の
解
決
方
法
を
考
え
る

 
Ja

m
bo

ar
d
や
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
で
情
報
の
整
理
・
分
類
→
規
則
性
の
見
出
し
（
モ
）

 

５
 

自
分
の
記
録
と
そ
の
時
の
映
像
な
ど
の
気
象
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
、
よ
り
確
か
な
根
拠
と
し
て
ま
と
め
る

 
ま
と
め
・
表
現

 
「
考
え
る
た
め
の
技
法
」
を
活
用
し
て
よ
り
妥
当
な
考
え
に
ま
と
め
る
 
 
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
相
手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

 
シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
（

Ja
m

bo
ar

d
や
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
）

 
ス
ラ
イ
ド
で
プ
レ
ゼ
ン
作
成
・
発
表
（
モ
）

６
 

雨
や
雪
と
人
々
の
暮
ら
し
の
関
係
に
つ
い
て
自
然
の
恵
み
や
災
害
に
つ
い
て
分
担
し
て
調
べ
る

 
情
報
の
収
集

 
整
理
・
分
析

 
調
査
や
資
料
か
ら
情
報
を
収
集
す
る

 
W

eb
と
書
籍
の
併
用

 

７
 

気
象
観
測
の
必
要
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
気
象
情
報
と
生
活
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

 
振
り
返
り
・
改
善

 
情
報
活
用
を
振
り
返
り
、
効
果
と
改
善
の
両
方
を
見
出
す

 
 
情
報
を
創
造
し
よ
う
と
す
る

 
ス
ラ
イ
ド
に
追
加
（
気
象
と
生
活
の
つ
な
が
り
、
自
分
の
考
え
、
情
報
の
取
り
扱
い
の
振
り
返
り
）（
プ
）

 

※
ま
ず
単
元
の
学
習
内
容
を
計
画
し
、
そ
の
時
間
が
情
報
活
用
能
力
ベ
ー
シ
ッ
ク
の
ど
こ
に
あ
た
る
の
か
、
そ
し
て
学
齢
別
の
具
体
で
ど
の
よ
う
は
活
動
に
な
る
の
か
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
等
を
活
用
す
る
の
か
と
細
分
化
し
て
い
け
ば
、
単
元
を
通
し
た
情
報
活
用
能
力
育
成
の
プ
ロ
セ
ス
が
組
み
立
て
ら
れ
ま
す
。
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教
育

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
1

台
あ

た
り

の
児

童
生

徒
数

1
.5

人
/台

0
.9

人
/台

0
.9

人
/台

0
.9

人
/台

無
線

L
A

N
又

は
L

T
E

等
に

よ
り

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
を

行
う

普
通

教
室

の
割

合
9

1
.0

％
9

7
.1

％
9

8
.1

％
9

7
.8

％

超
高

速
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

接
続

率
（

1
0

0
M

b
p

s以
上

）
9

9
.0

％
1

0
0

.0
％

9
9

.5
％

9
8

.0
％

普
通

教
室

の
大

型
提

示
装

置
整

備
率

※
7

1
.3

％
7

8
.9

％
9

4
.5

％
8

8
.6

％

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
整

備
率

9
5

.2
％

9
6

.2
％

9
5

.7
％

8
6

.8
％

A
 　

教
材

研
究

・
指

導
の

準
備

・
評

価
・

校
務

な
　

　
ど

に
IC

T
を

活
用

す
る

能
力

8
8

.9
％

9
0

.3
％

9
0

.5
％

8
8

.5
％

B
 　

授
業

に
IC

T
を

活
用

し
て

指
導

す
る

能
力

7
3

.8
％

7
8

.7
％

8
0

.3
％

7
8

.1
％

C
 　

児
童

生
徒

の
IC

T
活

用
を

指
導

す
る

能
力

7
5

.4
％

8
1

.3
％

8
2

.2
％

7
9

.6
％

D
 　

情
報

活
用

の
基

礎
と

な
る

知
識

や
態

度
に

　
　

つ
い

て
指

導
す

る
能

力
8

2
.9

％
8

8
.0

％
8

7
.6

％
8

6
.9

％

IC
T

活
用

指
導

力
の

状
況

の
各

項
目

に
関

す
る

研
修

を
受

講
し

た
教

員
の

割
合

8
6

.5
％

9
0

.7
％

8
0

.7
％

7
3

.0
％

学
校
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
の
実
態
等
に
関
す
る
調
査
結
果
の
推
移

項
目

R
４

年
度

（
R

５
.3

.1
時

点
調

査
）

整
備

率
等

整
備

率
等

R
2

年
度

（
R

3
.3

.1
時

点
調

査
）

R
３

年
度

（
R

４
.3

.1
時

点
調

査
）

整
備

率
等

※
「

大
型

提
示

装
置

」
と

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

、
デ

ジ
タ

ル
テ

レ
ビ

、
電

子
黒

板
の

こ
と

を
い

う
。

教 員 の 指 導 力

鳥
取

県
鳥

取
県

鳥
取

県
全

国
平

均

I C T 環 境
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IC
T

D
X

IC
T

IC
T

IC
T

S
E

IC
T

G
IG
A

IC
T
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